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議 題 

（１）生徒の様子について 

（２）地域伝統芸能「畔吉 ささら獅子舞」について 

（３）学力向上の取組について 

（４）その他 

協 

議 

要 

旨 

協議の結果 意見の概要 

（１）生徒の様子について 

→ 承認 

・まだまだ伸びしろがあるとはどういったところか？ 

→授業中の課題は意欲的に行い、できていることが多く

なったが、過去に学習した内容の定着に課題が残る。 

・小学校の頃からの学力はどうか？ 

→今年度の１年生は高い。年々高くなっているように感

じる。小学校の先生や児童も頑張っている。 

・２位入賞した走幅跳の生徒の記録は？ 

→５ｍ３０。ベストは５ｍ４９ 

（２）地域伝統芸能「畔吉 ささ

ら獅子舞」について 

→ 承認 

・保護者観覧は今年度はどうか？ 

→昨年は行わなかったが、今年度は保護者の方も伝統芸

能をみていただきたいと考えている。 

・藤波副会長が司会を行う 

（３）学力向上の取組について 

→ 承認 

・進学についての活動はあるか 

→PTA主催で ISHINAN進学フェアを実施した。 

公私をあわせて 10校にきてもらった。 

・塾に通っている生徒の割合は？ 

→半分はいかない。本校は比較的通っている割合は少な

いようにみえる 

・イベントテストの内容は例年同じ？ 

→すべて同じ。 

→積み重ねは大切。しっかりと効果が出る。今度、委員

でやってみてはどうか。 

 

 

⇒裏面に続く 



 ・小テストの実施について、評価に合わせて勉強をすると

いう心配や知技に偏るおそれがある。思判表も大切にし

て欲しい 

→知技を活用することで思判表が伸びると考えられる。

授業において、知技を「良いモデル」を提示しながら

活用することで伸ばしていきたい。 

→成果が出ることで主体的な態度が伸びる。まずは知技

を定着させて思判表を伸ばすのも一つの方法である。 

・家庭との連携はどうしているか 

→三者面談などで話をしている。 

・不登校生徒の増減についてはどうか 

→社会全体としては増加傾向だが、本校としては目にみ

えて増えているという感じではない。 

→学習支援や進学についてはどうか。 

→「生徒の状況に応じて」の観点で、相談室の活用など

を行っている。進学に関しても、現在は通信制やセン

ター利用などで様々な形態がある。 

・勉強が好きな生徒はそのくらいいるか 

→２学期末のアンケートで聞く予定 

→「勉強が好きか」とともに、「どうして好きか」「どう

して嫌いか」などを聞くのはどうか。好きになったき

っかけや、その子に応じた実態把握を取り入れて欲し

い。そして、自分を改造・成長させる機会を設けられ

るといいと思う。 

（４）その他 

→ 承認 

・敷地からはみでている木はどう対応しているか。 

→市教育委員会総務課に連絡済みだが時間がかかって

いる。現在、職員や校務員で少しずつ進めている最中。

PTAや地域の方にお願いできないかと考えている。 

→保険もかかわってくる可能性がある 

→ありとあらゆる手段を考えていく必要があるだろう。 
 


